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( 3 ) 
-104ー 住居学
表2 講義形態別視方向出現度数及び累積滞留時間 (単位:時間当り)
講義分類 X 議 義 Y 3髭 義 Z 講 J主
視方向 出現度数 滞留時間 出現度数 滞留時間 山現度数 滞留時間
作業者机上回 66.3回 30' 52" 250.4回 32 ' 27. 270.6回 25' 46" 
黒 仮 113.9 27' 40" 272. 8 21 ' 44. 249. 3 27.' 01 .
他机上函 5.0 25 . 14.3 1 ' 35" 14.4 1 ' 25" 
学 生 37.1 39 . 40.1 57 . 20.8 1 ' 53.
t誕 日市 2. 7 7 . 30.4 2 ' 18" 17.3 3 ' 01 .
窓 4. 7 8 . 16.4 51 . 6.0 27 . 
床 O. 7 0" O. 2 0" 1.9 17 .
壁 4.5 5 . 2.0 2 . 2.0 9 . 
天 井 。 O' 。 。" O. 7 0" 
そ の 他 1.3 4 . 4.1 ら" 0.3 










時間当りの和の割合は， x講義58分32抄 (97.6%)，Y 
講義54分 1 1抄 (90 . 3~ぢ)， Z講議52分47秒 (80.0%)で
ある。いずれの講義でも，主な視作業方向の』良債滞留時
間の手1Iの割合は板めておい。
図2-図41乙， x講義， y講義， Z講義における作業
者の視方向滞留時間累積頻度分布，及び主観作業方向滞
留度数を示す。作業者机上面での滞留時間の中央値は，
X講義12.5秒， y講義2.5秒， Z潟義4.4秒， f'!:~長値は，
XJ島義7秒. y講義3秒， Z講義3秒てある。また，照
板での滞留時間の中央値は， x講義9.6秒， y講義0.9










( 4 ) 
の剖合は， X講義 l分 i秒(1.7%)，y講袋4分50紗





























室より長いため， B講義室の作業者の方がより小さな視 階に位置するA講義室は，窓前lζ天空及び樹木 ・建物等
線の移動角で，学生，他机上面I~等の視対象物を捉え が位置し，室内作業者の注意をひく。ゆえに窓の視方向
ることができるためであると考えられる。ゆえにこれら 出現度数の差は，窓外の景観条件の差によって， A講義
の出現度数が占める割合は高くなり，主な視作業方向の 室が， B講義室より高くな ったと考えられる。
占める害IJ合は低くなる。 次lこ，講義中の主な視作業方向である.作業者の机上
次iζ，主な視作業方向以外の視方向の単位時間当りの 面と黒板への単位時間当りの累積滞留時間の如及び単位
出現度数は.各々概ねB講義室がA講義室を上廻るにも 時間当りの和の割合は， A講義室58分32秒 (97.6;ち)， B 
かかわらず，窓の出現度数は， A講義室4.7回， B講義 講義室57分12秒 (95.37ぢ)でほぼ等しい。また.両講義
室2.0固と， A講義室がB講義室の約2.4倍高い値であ 室における作業者tJL上面での視方向滞留時間の中央値は，
る。さらK窓の累積滞留時聞についても， A講義室8秒 A講義室12.5秒， B講義室11.9秒，最頻値は， A講義室
B講義室 1秒と， A講義室がB講義室の8倍高い値を示 7秒， B講義室6秒で，中央値・忌頻値ともA講義室と
すのは特筆すべき点である。乙れは，講義室内の空間構 B講義室はほぼ近い値をしめしている。両講義室の中央
成K起因するものではなく，窓外の景観条件の差による 値及び最頻植の平均値問lζ有意な差は認められなかった。
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表3 講義室51IJ視方向出現度数及び累積滞留時間 (単位 :時間当り〉
室分類 A 言箆 義 室 B 講 義 室
視方向 出現度数 滞留 時間 出現度数 滞留時間
作業者机上面 6. 3回 30' 52 " 62.8回 32' 48" 
黒 板 113.9 27' 40" 107.9 24' 24" 
他机 上 面 5.0 25 " 13.3 18 " 
戸子~. 生 37.1 39 " 59.8 1 ' 45" 
誘 日市 2. 7 7 " 7.6 29 " 
窓 4. 7 8" 2. 0 
床 O. 7 0" O. 7 0" 
壁 4.5 5 " 6.8 9 " 
天 井 。 0" 2. 0 
そ α】 他 1.3 4" 1.9 
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In this paper the authors inv巴stigatedthe influence of room configuration and lecture type upon the subjective eye 
movem巴ntusing NAC Eye Mark Recorder. The experiments hav巴beencarried out in the lecture rooms of Osaka City 
University during the actual1ecture; the folowing results were obtained. 
(l) It was found that NAC Eye Mark Recorder could catch the subjective eye movement inthe use of this field survey. 
(2) Most of eye direction during visual works were observed on the blackboard and on the subject's desk and the high 
frequency of these eye direction were observed; this frequency d巴pendsupon the lecture type. 
(3)羽lelength of eye fixation on the desk and the blackboard was more than 90 % in the I巴cture.
(4) Eye fixation on the ceiling was scarcely observed. Then the effect of a lamp on the top is not necessarily considered 
in the ligh ting design 
(5) The subject's visual acuity decreased by a few seconds when his eyes fixed at the window because of its high bight-
nes. 
(6) It was found that one could estimate the visual en吋ronmentfor lighting design using the method of eye movement 
analysis developed by the authors. 
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